






































方式の妥当性を明らかにするために，定格 400 V，10 kW のシステムの設計を行い，直流
電圧が 85%から 110%まで変動する場合においては，規格化されたインダクタンスを 30%
とすることによって効率的に電力伝送できることを明らかにした。さらに，提案手法を検











池容量が 84%から 98%へと 14%向上したことを明らかにした。 
 
３ 審査の結果 
本論文では，ハイブリッドエネルギーストレージシステムの実現に向けて必要不可欠な
TAB コンバータの回路パラメータ設計手法の確立とリチウムイオンバッテリーのセル電圧
の均等化回路を提案し，その有効性を実験により明らかにした。特に，TAB コンバータの
設計手法については，規格化手法を導入することによって任意の電圧・電流条件にも適用
できることから，様々なアプリケーションに応用可能であるために，工学的価値が非常に
高い。また，セル電圧のバランス回路においては，リレーと DC-DC コンバータを組み合わ
せるだけでなく，共振型回路を提案した点において新規性が非常に高い手法である。いず
れの研究においても実験による評価検証が行われており，本論文の研究成果は，将来の直
流電力エネルギーマネージメントシステムの実用化において非常に有益な結果であること
を明らかにした。 
なお，本論文を構成する技術要素については，厳正な査読を経て権威ある学術雑誌に掲
載され，一般に公開されている。以上から，本論文は博士（工学）の学位を授与するに十
分価値あるものと認められる。 
 
４ 最終試験の結果 
本学の学位規定，および電気電子工学専攻の申し合わせに従って論文審査会を開催して，
専門分野に関する筆答および口頭の試問を行うと共に，論文内容について慎重に審査を行
った。また，本論文に関する公開の発表会を開催し，学内外から多数の出席者を得て多角
的な質疑・討論を行った。専門分野に関して，筆答および口頭による試問を行い十分な学
力があることを確認した。以上の結果を総合的に考慮し，慎重に審議した結果，合格と判
定した。 
